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論文題目 低・中温域における炭水化物系排水のメタン発酵特性 

今 日 、 C O 2 削 減 に 向 け て 世 界 的 な 動 き が 本 格 化 し て い る 中 で 、 エ ネ ル ギ ー

使 用 量 増 大 や 原 発 廃 止 に 伴 う 自 国 の エ ネ ル ギ ー 不 足 お よ び 地 球 温 暖 化 、 さ ら

に は 廃 棄 物 の 増 大 な ど の 対 策 に 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 の 削 減 、 根 本 的 な C O 2 削 減

が 重 要 で あ る 。 そ こ で 、 バ イ オ マ ス 資 源 を 有 効 に 利 用 し 、 循 環 型 社 会 に 貢 献

で き る メ タ ン 発 酵 法 が 着 目 さ れ て い る 。  

現 在 メ タ ン 発 酵 法 に よ る 処 理 は 、 中 温 域 ( 3 0 ～ 3 7 ℃ ) で の 運 転 が 中 心 で 、 一

部 高 温 ( 5 0 ～ 5 5 ℃ ) で 運 転 さ れ て い る 状 況 で 、 研 究 の 例 も 多 い 。 こ れ に 対 し 低

温 域 ( 2 5 ℃ 以 下 ) で の メ タ ン 発 酵 の 実 験 例 や 研 究 例 は 少 な い 。 し か し 、 メ タ ン

発 酵 を エ ネ ル ギ ー 回 収 面 か ら 考 え る と 、 加 温 の 為 に 消 費 さ れ る メ タ ン が 少 な

い た め 、 無 加 温 で 十 分 な メ タ ン 生 成 量 が 得 ら れ れ ば 、 利 用 可 能 な エ ネ ル ギ ー

の 増 加 に つ な が る 。 ま た 加 温 用 の 施 設 の 導 入 が 不 要 で あ る 点 も 建 設 コ ス ト お

よ び 維 持 管 理 の 面 か ら 有 利 で あ る 。  

本 研 究 で は 、 生 物 易 分 解 性 の 炭 水 化 物 系 排 水 と し て デ ン プ ン を 基 質 に 用

い 、 発 酵 温 度 3 5℃ 、 2 5℃ 、 1 5℃ に お い て H R T 5 日 と 1 0 日 の 条 件 で 連 続 実 験 を

行 い 、 メ タ ン 生 成 や 処 理 性 能 に 及 ぼ す 温 度 と 滞 留 時 間 の 影 響 、 ま た メ タ ン 発

酵 の プ ロ セ ス を 図 で 示 し 、 基 質 が メ タ ン に な る ま で の 傾 向 に つ い て ス ク ロ ー

ス 基 質 の 実 験 結 果 と 比 較 し 検 討 し た 。 以 下 に 得 ら れ た 結 論 を 示 す 。  

デ ン プ ン 基 質 で は 、 メ タ ン 生 成 や C O D 除 去 率 に お い て 温 度 変 化 の 影 響 は 受

け な い 。 ま た 、 生 物 処 理 プ ロ セ ス に お け る 反 応 速 度 は 、 温 度 が 1 0℃ 上 昇 す れ

ば 反 応 速 度 が 2～ 3 倍 に な る と 言 わ れ て い る が 、 今 回 の 実 験 で は メ タ ン 生 成 に

関 わ る 項 目 の ほ と ん ど は 反 応 速 度 が 2～ 3 倍 に は な ら な か っ た 。 一 般 的 に メ タ

ン 発 酵 は 3 5℃ の 加 温 消 化 に よ っ て 行 わ れ て い る 。 こ れ は 消 化 の 効 率 を 考 え た

時 に 最 適 な 温 度 と さ れ て い る た め で あ る 。 し か し 、 本 研 究 で は 1 5℃ で の メ タ

ン 発 酵 は 2 5℃ や 3 5℃ の メ タ ン 発 酵 に ほ と ん ど 差 は な い 。 C O D 除 去 率 に お い て

い え ば 、 両 H R T と も に 1 5℃ で の 除 去 率 が 最 も 高 か っ た 。  

 ま た 、 H R T の 違 い で も 5 日 と 1 0 日 で 基 質 の 反 応 経 路 こ そ 違 い が あ っ た が 、

メ タ ン 発 酵 自 体 は 両 H R T と も に 良 好 で あ っ た 。 一 般 的 に は 長 い 滞 留 時 間 で 反

応 さ せ た 方 が 良 好 な 分 解 が 行 わ れ る の だ が 、 本 研 究 で は こ れ に つ い て も 大 き

な 優 劣 は 生 ま れ な か っ た 。 基 質 ご と で の メ タ ン 発 酵 の 物 質 の 流 れ を 明 確 に す

る こ と で 、 菌 体 の 流 れ を 把 握 し 種 類 に 応 じ た 条 件 で メ タ ン 発 酵 を 行 う こ と が

で き る 。 今 回 の 研 究 で は 、 基 質 に よ っ て は 無 加 温 で の メ タ ン 発 酵 は 有 効 で あ

る こ と や H R T の 短 縮 の 可 能 性 を 示 し た 。  
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